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東京大学教授 市 川 篤 二
日 本 医 師 会 の こ と
1956年の春は我 女泌 尿器科専門 の者の大部分は年次総 会が7月 という関係上比較 的のんび
りできたはつで あつたが,筆 者 は誠に不運(?)にも慌 しい数 日間を送つて しまつた.と いう
のは 日本 医師会 の役員選挙 があつたか らである.医 育機関に属 する我 々は研究 と教育が先ず
第一と信 じて今 日まで暮 して来た し,こ の信念は今もなお正 しいと考えてい るが,筆 者は偶
々1955年の10月末 か ら日本医師会 の常任理事に選出され,日 本医師会の学術面の仕事 をする
ことになつたのである.日 本医師会一 これ を略 して 日医 とい う では 日本医学会を何 と略
称するかとい うと,日 医 とい う略称 も甚だ曖 昧な ことになるが一 の学術面 とい うと,と り
もなお さず 日本医学会が大 きな役 割を演 じているが,日 医内の平生の仕事 として 日本医師会
雑誌をはじめ各種治療指針 の発行,放 送 の委 員会,図 書の委員会,補 修講座の講師 の依頼 な
ど楽屋裏的な仕事が相当にある.
然 し筆者 の就任後,日 医の最大 の仕事は所謂新医療費大系案及 び健康保 険法改正案 と取組
むことであつた.研 究中の医師の大部分は まず保険診療 の詳細について知 らないといつて も
過言ではなか ろう 極言 すれば無関心に近 い者が多いだろう.筆 者 も正にその部類 に属 して
いた.そ れが こんな難 問 題 の山 積 し ている時期に 日医の役員 ということになつ た の だ か
ら,見 方に よつては正 に噴飯 ものであろ う 然 し門前 どころか門 内の小僧 となつてみれば,
経を読 まねばな らない とい う次第.筆 者 は今以て経が読め ると高言はできないが,数 ヵ月の
勉強で経の精神だけは理解 したつ もりで ある.
そこで考える ことは学会 とい うものは飽 くまで学問 中心で よい,少 しで も政治 と関係 ある
ことは敬 遠すべ きである とい う態度で終始すぺきであ るか否 かとい うことである.
新医療費体系案が一応棚上 げになつた のについて,日 本 医学会の声明一 これは医学会長
が医師会長 に答 申す るとい う形式で行われた一 が大 き「な影響を与えたことは事実で ある.
かれ これ 考えてみる と学 会としても,少 く共 医学を基礎 とした技術 の価値判断について,発
言できるだけの準 備は してお きたい ように思われる.こ んな ことについて本年札幌 の総会乃
至評議員会で意 見を交換 してみたい
どなた も御承知 のことと信 ず る が,上 に ものべた ように 日本 医 学会 と日本 医師会は一身



















本 誌 の こ と
最後 に惜 まれ 口を一つ.稲 田教授 の御 努力で本誌が うまれた ことに,筆 者 も敬意を表する
ことに吝かでは ない.然 しなが ら学会雑 誌 と同型 の雑誌が果 してい くつ も必要で あろ うか?
学会雑 誌に投稿 してもなかなか印刷 され ないか らこうい う新 しいものが あつても 差 支 え な
い 否必要で あるとい う論者 もあるか も知れ ない 然 し考 えてみると若 し学会雑誌での発表
が遅れ るというならぱ,そ れは学会雑誌 の頁数が少いか らであ り,頁 数の少いのは学会 の財
政 が貧 弱だからで ある.学 会雑誌 は研究発表 のみと規定 もしていないし,症 例報告を拒否す
る とも規定 してい ない 成 る程 今筆者が書いてい るような"随 想"な どは学 会雑誌は現 在取
扱 つてい ないが,学 会の経済 が豊 かになつて雑誌 が部 厚 くな り,会 員の希望 が多 くなれば,
会員の雑誌で ある学会雑誌 の編集方針は 当然変更 されるべ きもので ある.
筆者 が本誌 に望 みたいのは学会雑誌 と同型 の もので な く,か の``UrologicalSurvey"の
如 きものに変 る ことで ある.現 在 日本 の泌 尿器科医は購読料 を支払 はねぱな らない同型 の専
門関係の雑誌がい くつ もあつて閉 口しているのが実状 ではなかろ うか?米,英,独,仏 には
この ような現 象はないよ うにみ えるが,イ ク リーではい くつか の雑誌が発行 されていて,筆
者 と同 じような意 見をはいた イタ リーの学者があつた.そ れは1955年春,筆 者訪伊の ときの
経験で ある.
